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（百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年３月期 138,586 － 8,764 － 11,635 － 26,324 －

2023年３月期 － － － － － － － －

（注）包括利益 2024年３月期 38,575百万円 （－％） 2023年３月期 －百万円 （－％）

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2024年３月期 1,091.89 1,088.83 37.5 10.6 6.3

2023年３月期 － － － － －

（参考）持分法投資損益 2024年３月期 1,465百万円 2023年３月期 －百万円

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2024年３月期 218,580 149,166 64.2 4,990.81

2023年３月期 － － － －

（参考）自己資本 2024年３月期 140,432百万円 2023年３月期 －百万円

営業活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物
期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

2024年３月期 18,496 △13,548 △8,615 22,261

2023年３月期 － － － －

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
（連結）

純資産配当率
（連結）第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2023年３月期 － － － － － － － －

2024年３月期 － － － 70.00 70.00 1,969 6.4 1.4

2025年３月期（予想） － 45.00 － 70.00 115.00 40.4

（％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 171,000 23.4 10,400 18.7 12,700 9.2 8,000 △69.6 284.31

１．2024年３月期の連結業績（2023年４月１日～2024年３月31日）

（注）当社は2023年10月２日設立のため、2023年３月期の計数及び対前期増減率は記載しておりません。

（２）連結財政状態

（注）当社は2023年10月２日設立のため、2023年３月期の計数は記載しておりません。

（３）連結キャッシュ・フローの状況

（注）当社は2023年10月２日設立のため、2023年３月期の計数は記載しておりません。

２．配当の状況

（注）１．当社は2023年10月２日設立のため、2024年３月期期末配当が初めての実績となります。
２．2024年３月期期末配当金の内訳　普通配当　45円00銭　記念配当　25円00銭

３．2025年３月期の連結業績予想（2024年４月１日～2025年３月31日）

（注）当期より日本ピストンリング（株）の業績を通年反映しております。



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2024年３月期 28,141,360株 2023年３月期 -株
②  期末自己株式数 2024年３月期 3,159株 2023年３月期 -株
③  期中平均株式数 2024年３月期 24,108,914株 2023年３月期 -株

※  注記事項
（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：有

新規  1社  （社名）日本継手株式会社、除外  －社  （社名）

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更：無
②  ①以外の会計方針の変更              ：無
③  会計上の見積りの変更                ：無
④  修正再表示                          ：無

（３）発行済株式数（普通株式）

(注)１．普通株式の期中平均株式数は、当社が2023年10月２日付で共同株式移転の方法により設立された会社であ

るため、会社設立前の2023年４月１日から2023年10月１日までの期間については、(株)リケンの期中平均

株式数に株式移転比率を乗じた数値を用いて算出し、2023年10月２日から2024年３月31日までの期間につ

いては、当社の期中平均株式数を用いて算出しております。
２．当社は2023年10月２日設立のため、前年度の係数は記載しておりません。

※  決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

・当社は、2023年10月２日付で(株)リケンと日本ピストンリング(株)の経営統合にともない、両社の共同持株会社と
して設立されました。設立に際し、(株)リケンを取得企業として企業結合を行っているため、当連結会計年度(自
2023年４月１日 至 2024年３月31日)の連結経営成績は、取得企業である(株)リケンの2023年４月１日から2024年
３月31日までの連結経営成績を基礎に、日本ピストンリング(株)の2023年10月１日から2024年３月31日までの連結
経営成績を連結したものとなります。

・当連結会計年度の決算短信〔日本基準〕（連結）は、当社の設立後最初に提出するものとなるため、前連結会計年
度との対比は行っておりません。

・本資料に記載されている業績の見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当社は、2023年10月２日付で共同株式移転の方法により、㈱リケンと日本ピストンリング㈱の両社の共同持株会

社として設立されました。新たに発足したリケンＮＰＲグループは、経営統合によるシナジーの創出や事業ポート

フォリオ改革によるネクストコア事業等の育成・推進を進め、大きな相乗効果を出しつつ脱炭素実現に向けた取り

組みを加速することで、持続的成長と企業価値向上を目指してまいります。

当連結会計年度における世界経済は、各国での高インフレや米欧を中心とした金融引き締め、中国での不動産不

況の影響や、長期化するウクライナ情勢等の地政学リスクなどにより、依然として先行きは見通しにくい状況で推

移しました。

わが国経済においては、エネルギー・原材料価格の高止まりや円安進行等が続いておりますが、雇用環境の改善

やインバウンド需要の拡大等により、緩やかな回復基調となりました。

当社グループと関連の深い自動車産業につきましては、半導体の部品不足などによる生産調整が解消してきたこ

とにより、日本及び海外の自動車生産台数は前年比で増加となりました。

このような状況のなか、当連結会計年度における当社グループの売上高は、自動車生産台数の回復に加え為替の

円安等により、138,586百万円となりました。損益面におきましては、売上増加や原価低減の推進、エネルギー・

原材料価格上昇分の価格転嫁を進めたこと等により、営業利益は8,764百万円、経常利益は海外の持分法適用会社

の利益等により11,635百万円、親会社株主に帰属する当期純利益は、㈱リケンと日本ピストンリング㈱の経営統合

による負ののれん発生益等を計上したため26,324百万円となりました。

当社は設立に際し、企業結合会計上の取得企業を㈱リケンとしたため、当連結会計年度の連結経営成績は、㈱リ

ケンの2023年４月１日から2024年３月31日までの連結経営成績を基礎に、日本ピストンリング㈱の2023年10月１日

から2024年３月31日までの連結経営成績を連結したものとなります。なお、当連結会計年度は、当社の設立後最初

のものとなるため、前連結会計年度との対比は行っておりません。

　セグメントごとの業績は次のとおりであります。

なお、各セグメントの金額は、セグメント間取引を相殺消去する前の金額であります。

①自動車・産業機械部品事業

　売上高は108,094百万円となり、セグメント利益は6,507百万円となりました。

②配管・建設機材事業

　売上高は17,443百万円となり、セグメント利益は558百万円となりました。

③その他

　当セグメントはＥＭＣ事業、熱エンジニアリング事業および商品等の販売が中心となります。

　売上高は15,782百万円となり、セグメント利益は,1,208百万円となりました。

（２）当期の財政状態の概況

当連結会計年度末における総資産は218,580百万円となりました。主な内訳は、現金及び預金24,440百万円、受

取手形、売掛金及び契約資産38,709百万円等の流動資産が104,348百万円、有形固定資産50,195百万円、無形固定

資産7,553百万円、投資その他の資産56,482百万円の固定資産が114,232百万円であります。

負債合計は69,413百万円となりました。主な内訳は、支払手形及び買掛金10,915百万円等の流動負債が44,668百

万円、長期借入金9,565百万円等の固定負債が24,745百万円であります。

純資産は、149,166百万円となりました。主な内訳は、資本金5,061百万円、資本剰余金25,590百万円、利益剰余

金89,884百万円等であります。

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

　当連結会計年度における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、22,261百万円となりました。

　当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は18,496百万円となりました。これは主に税金等調整前当期純利益29,753百万円、

減価償却費6,763百万円によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果支出した資金は13,548百万円となりました。これは主に有形固定資産の取得による支出5,834百

万円、定期預金の純増額1,600百万円によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果支出した資金は8,615百万円となりました。これは主に配当金の支払額1,477百万円、非支配株主

への配当金の支払額157百万円によるものであります。
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（４）今後の見通し

今後の見通しにつきましては、各国でのインフレ基調の継続や米欧を中心とした金融引き締め、ウクライナや中

東情勢等の地政学リスクなどにより、引き続き不確実性が高い状況が続いております。

当社グループと関わりの深い自動車産業につきましては、カーボンニュートラルへの対応やBEV化の影響等で、

産業構造は大きな変化の真っただ中にあります。

こうしたなか、当社グループにおきましては２月14日に発表した第一次中期経営計画に沿って、経営統合による

シナジー創出や事業ポートフォリオ改革等を加速し、企業価値及び株価向上に努めてまいります。

2025年３月期の連結業績につきましては、売上高は171,000百万円、利益面では、営業利益10,400百万円、経常

利益は12,700百万円、親会社株主に帰属する当期純利益は8,000百万円を計画しております。

なお、為替レートにつきましては、145円／ドル、155円／ユーロを前提としております。

（５）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

当社の剰余金の配当につきましては、株主の皆様への利益還元を経営上の重要課題と位置づけ、成長と企業価値

向上のための投資や財務の健全性とのバランスを考慮し、安定的な配当を継続して実施するとともに、機動的な自

己株式取得を行い、資本効率と総還元性向を意識した株主還元を行うことを基本方針としております。加えて、第

一次中期経営計画期間（2024年度～2026年度）につきましては、配当性向40％以上、総還元性向70％以上（３年平

均）、株主還元額の総額200億円（うち自己株式取得100億円）を目途とし、従来対比で株主還元水準の引き上げを

図っていく予定です。

当期の配当につきましては、今般の経営統合における株主の皆様のご支援に対する感謝の意を込めて普通配当45

円に記念配当25円を加え、期末配当は１株当たり70円とさせていただく予定でおります。

次期の配当予想につきましては、上記方針に従い、現時点での業績予想の達成を前提に、１株につき年間配当金

を115円とし、中間配当金並びに期末配当金は、それぞれ１株につき45円、70円とさせていただく予定です。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

　当社グループは、会計基準について当面は日本基準を採用することとしておりますが、今後の国内他社のＩＦＲＳ

（国際財務報告基準）採用動向を踏まえつつ、ＩＦＲＳ適用の検討を進めていく方針であります。
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(単位：百万円)

当連結会計年度
(2024年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 24,440

受取手形、売掛金及び契約資産 38,709

商品及び製品 22,736

仕掛品 7,348

原材料及び貯蔵品 7,497

その他 3,680

貸倒引当金 △63

流動資産合計 104,348

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 16,108

機械装置及び運搬具（純額） 19,703

土地 8,623

建設仮勘定 1,986

その他（純額） 3,773

有形固定資産合計 50,195

無形固定資産

リース資産 1,247

のれん 5,073

その他 1,232

無形固定資産合計 7,553

投資その他の資産

投資有価証券 40,401

繰延税金資産 1,443

退職給付に係る資産 13,412

その他 1,252

貸倒引当金 △26

投資その他の資産合計 56,482

固定資産合計 114,232

資産合計 218,580

３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表
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(単位：百万円)

当連結会計年度
(2024年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 10,915

電子記録債務 9,148

短期借入金 7,816

１年内返済予定の長期借入金 2,404

未払法人税等 1,587

賞与引当金 2,794

その他 9,999

流動負債合計 44,668

固定負債

長期借入金 9,565

退職給付に係る負債 3,835

製品保証引当金 285

役員退職慰労引当金 189

繰延税金負債 7,921

その他 2,947

固定負債合計 24,745

負債合計 69,413

純資産の部

株主資本

資本金 5,061

資本剰余金 25,590

利益剰余金 89,884

自己株式 △6

株主資本合計 120,530

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 7,750

繰延ヘッジ損益 △111

為替換算調整勘定 6,116

退職給付に係る調整累計額 6,147

その他の包括利益累計額合計 19,902

新株予約権 118

非支配株主持分 8,615

純資産合計 149,166

負債純資産合計 218,580
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(単位：百万円)

当連結会計年度
(自　2023年４月１日
　至　2024年３月31日)

売上高 138,586

売上原価 108,602

売上総利益 29,983

販売費及び一般管理費

運賃及び荷造費 2,781

販売手数料 244

役員退職慰労引当金繰入額 15

賞与引当金繰入額 1,243

役員報酬及び給料手当 5,682

退職給付費用 142

研究開発費 2,458

その他 8,651

販売費及び一般管理費合計 21,219

営業利益 8,764

営業外収益

受取利息及び配当金 873

持分法による投資利益 1,465

為替差益 348

その他 530

営業外収益合計 3,217

営業外費用

支払利息 167

その他 179

営業外費用合計 347

経常利益 11,635

特別利益

固定資産売却益 12

投資有価証券売却益 197

負ののれん発生益 19,182

特別利益合計 19,391

特別損失

固定資産除却損 246

固定資産売却損 19

減損損失 933

投資有価証券売却損 62

投資有価証券評価損 9

特別損失合計 1,272

税金等調整前当期純利益 29,753

法人税、住民税及び事業税 2,745

法人税等調整額 740

法人税等合計 3,486

当期純利益 26,267

非支配株主に帰属する当期純損失（△） △56

親会社株主に帰属する当期純利益 26,324

（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

（連結損益計算書）
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(単位：百万円)

当連結会計年度
(自　2023年４月１日
　至　2024年３月31日)

当期純利益 26,267

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 5,978

繰延ヘッジ損益 △114

為替換算調整勘定 1,659

退職給付に係る調整額 3,642

持分法適用会社に対する持分相当額 1,144

その他の包括利益合計 12,308

包括利益 38,575

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 38,439

非支配株主に係る包括利益 137

（連結包括利益計算書）
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(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 8,627 7,178 67,644 △2,896 80,554

当期変動額

親会社株主に帰属する
当期純利益又は親会社
株主に帰属する当期純
損失（△）

26,324 26,324

株式移転による増加 △3,627 18,442 14,815

新株の発行 61 61 122

剰余金の配当 △273 △1,205 △1,478

自己株式の取得 △8 △8

自己株式の処分 △28 48 20

自己株式の消却 △2,849 2,849 -

利益剰余金から資本剰
余金への振替

2,849 △2,849 -

連結子会社株式の取得
による持分の増減

181 181

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

-

当期変動額合計 △3,565 18,411 22,240 2,890 39,976

当期末残高 5,061 25,590 89,884 △6 120,530

その他の包括利益累計額

新株予約権
非支配株主

持分
純資産合計その他有価

証券評価差
額金

繰延ヘッジ
損益

為替換算調
整勘定

退職給付に
係る調整累
計額

その他の包
括利益累計
額合計

当期首残高 1,908 10 3,474 2,529 7,922 97 6,409 94,983

当期変動額

親会社株主に帰属する
当期純利益又は親会社
株主に帰属する当期純
損失（△）

26,324

株式移転による増加 14,815

新株の発行 122

剰余金の配当 △1,478

自己株式の取得 △8

自己株式の処分 20

自己株式の消却 -

利益剰余金から資本剰
余金への振替

-

連結子会社株式の取得
による持分の増減

181

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

5,842 △121 2,641 3,617 11,979 21 2,205 14,207

当期変動額合計 5,842 △121 2,641 3,617 11,979 21 2,205 54,183

当期末残高 7,750 △111 6,116 6,147 19,902 118 8,615 149,166

（３）連結株主資本等変動計算書

当連結会計年度（自　2023年４月１日　至　2024年３月31日）
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(単位：百万円)

当連結会計年度
(自　2023年４月１日
　至　2024年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 29,753

減価償却費 6,763

減損損失 933

持分法による投資損益（△は益） △1,465

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △808

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） △6,351

貸倒引当金の増減額（△は減少） △17

受取利息及び受取配当金 △873

支払利息 167

負ののれん発生益 △19,182

投資有価証券売却損益（△は益） △134

固定資産除却損 246

固定資産売却損益（△は益） 7

売上債権及び契約資産の増減額（△は増加） 1,013

棚卸資産の増減額（△は増加） 1,857

仕入債務の増減額（△は減少） △458

その他 7,265

小計 18,717

利息及び配当金の受取額 1,732

利息の支払額 △167

法人税等の支払額 △1,785

営業活動によるキャッシュ・フロー 18,496

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の純増減額（△は増加） 1,600

有形固定資産の取得による支出 △5,834

有形固定資産の売却による収入 140

無形固定資産の取得による支出 △257

投資有価証券の取得による支出 △0

投資有価証券の売却及び償還による収入 1,088

貸付けによる支出 △712

貸付金の回収による収入 757

子会社株式の取得による支出 △9,530

その他の支出 △889

その他の収入 89

投資活動によるキャッシュ・フロー △13,548

（４）連結キャッシュ・フロー計算書
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(単位：百万円)

当連結会計年度
(自　2023年４月１日
　至　2024年３月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 4,706

短期借入金の返済による支出 △5,535

長期借入れによる収入 3,000

長期借入金の返済による支出 △6,310

リース債務の返済による支出 △136

自己株式の取得による支出 △8

自己株式の処分による収入 0

配当金の支払額 △1,477

非支配株主への配当金の支払額 △157

連結の範囲の変更を伴わない子会社株式の取得に

よる支出
△2,697

財務活動によるキャッシュ・フロー △8,615

現金及び現金同等物に係る換算差額 513

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △3,153

現金及び現金同等物の期首残高 25,414

現金及び現金同等物の期末残高 22,261

- 10 -

リケンＮＰＲ(株)　(6209)　2024年３月期決算短信



（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　当社は、2023年10月２日付で㈱リケンと日本ピストンリング㈱の経営統合にともない、共同株式移転の方法によ

る両社の共同持株会社として設立されました。この結果、当連結会計年度末において資本金は5,061百万円、資本剰

余金は25,590百万円、利益剰余金は89,884百万円となっております。

（単位：百万円）

報告セグメント
その他

（注）１
合計

調整額
（注）２

連結財務諸表
計上額

（注）３
自動車・産業
機械部品事業

配管・建設
機材事業

売上高

外部顧客への売上高 108,048 17,443 13,093 138,586 － 138,586

セグメント間の内部売

上高又は振替高
45 0 2,688 2,733 △2,733 －

計 108,094 17,443 15,782 141,320 △2,733 138,586

セグメント利益 6,507 558 1,208 8,274 489 8,764

セグメント資産 129,372 10,309 20,158 159,840 58,739 218,580

その他の項目

減価償却費 5,996 227 127 6,351 412 6,763

有形固定資産及び無形

固定資産の増加額
5,058 538 160 5,757 338 6,095

減損損失 933 － － 933 － 933

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　１　報告セグメントの概要

　　当社グループの報告セグメントは、当社グループの事業構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取

　締役会が経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

　　当社グループは、主に自動車部品等を生産・販売しており、製造部門のそれぞれが、取り扱う製品の包括的な戦略

　を立案し、事業活動を展開しております。

　　従って、当社グループの事業は、生産・販売体制を基礎とした製品別セグメントから構成されており、集約基準に

　則り、製品の内容、製品の販売市場等の類似性を基に集約した結果、ピストンリング、カムシャフト等の「自動車・

　産業機械部品事業」、「配管・建設機材事業」の２つを報告セグメントとしております。

　２　報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産その他の項目の金額に関する情報

　　報告されているセグメントの会計処理の方法は、連結財務諸表において採用している会計処理の方法と概ね同一で

　あります。

　　当連結会計年度（自　2023年４月１日　至　2024年３月31日）

（注）１　「その他」は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ＥＭＣ事業及び熱エンジニアリング事業

等を含んでおります。

２　調整額は、以下のとおりであります。

(1）セグメント利益の調整額は、セグメント間取引によるものです。

(2）セグメント資産の調整額は、セグメント間債権債務等消去及び事業セグメントに配分できない資産等に

よるものです。

３　セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

- 11 -

リケンＮＰＲ(株)　(6209)　2024年３月期決算短信



（企業結合等関係）

取得による企業結合

　当社は2023年５月９日付けにて、ＪＦＥ継手㈱の株式76.56％をＪＦＥスチール株式会社より取得し、子会社化を

完了しております。また同日に日本継手㈱（以下、「日本継手」という）に商号変更を実施しております。

１．企業結合の概要

①被取得企業の名称及びその事業の内容

　被取得企業の名称：日本継手株式会社

　事業の内容　　　：ガス、水道、その他配管用継手および建築・産業機械部品の製造並びに販売、プレハブ配管

加工

②企業結合を行う主な理由

近年、自動車業界は100年に一度と言われる大きな変革の中にあり、当社の主力事業であるエンジン部品をめぐ

る市場認識は厳しくなっております。当社は次世代新事業として非ICE（Internal-combustion engine＝自動車エ

ンジン等の内燃機関）事業の拡大を企図し、親和性の高い事業領域におけるポートフォリオの拡充のため、M&Aの

積極的な活用を検討してまいりました。

日本継手は、幅広いラインナップの配管継手を製造・販売しており、高品質な製品力を背景に多くの顧客との

長年にわたる取引を通じた強固なリレーションを保持し、業界のリーディングプレイヤーの一角として地位を有

しております。

日本継手はガス管継手分野において確固たるプレゼンスを有している一方、当社とは主力商品が的確に棲み分

けられているものと認識しており、今後もライフラインを支える重要製品である配管継手の製造・販売において

両社が適時適切に供給責任を果たしていくために、本株式取得により幅広くシナジー効果を期待することが出来

ます。さらに、大幅な生産性改善や高品質の製品を供給できるサステナブルな体制の確立も可能となることに加

え、当社グループのカーボンニュートラルに向けた気候変動問題への取組みも加速することが出来るものと考

え、株式取得を決定するに至りました。

当社は、日本継手を当社グループに迎え、両社の強みを活かした高品質な製品を顧客へ継続して提供すること

で、中長期的な経営の安定を通じた持続的な成長及び企業価値向上の実現を目指してまいります。

③企業結合日

2023年５月９日（みなし取得日　2023年４月１日）

④企業結合の法定形式

現金を対価とする株式取得

⑤結合後企業の名称

日本継手株式会社

⑥取得する議決権比率

76.56％

⑦取得企業を決定するに至った主な根拠

当社が現金を対価として株式を取得するためであります。

２．当連結会計年度に係る連結損益計算書に含まれる被取得企業の業績の期間

2023年４月１日から2024年３月31日まで

３．被取得企業の取得原価及び対価の種類ごとの内訳

取得の対価　　　現金　　　3,180百万円

取得原価　　　　　　　　　3,180百万円

４．主要な取得関連費用の内容及び金額

アドバイザリー費用等　　　121百万円

５．発生したのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間

①発生した負ののれん発生益の金額

2,730百万円

②発生原因

受け入れた資産及び引き受けた負債の純額が、株式の取得原価を上回ったため、その他差額を負ののれん発生益

として計上しております。
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６．企業結合日に受け入れた資産及び引き受けた負債の額並びにその主な内容

流動資産　　　　　　　　9,746百万円

固定資産　　　　　　　　6,946百万円

資産合計　　　　　　　 16,692百万円

流動負債　　　　　　　　5,969百万円

固定負債　　　　　　　　2,324百万円

負債合計　　　　　　　　8,293百万円

取得による企業結合

（共同株式移転による持株会社の設立）

当社は、2023年10月２日付で㈱リケンと日本ピストンリング㈱の経営統合にともない、共同株式移転の方法によ

る両社の共同持株会社として設立されました。当該株式移転の会計処理は、㈱リケンを取得企業、日本ピストンリ

ング㈱を被取得企業とする企業結合に関する会計基準に定めるパーチェス法を適用しております。

１．企業結合の概要

①被取得企業の名称及びその事業の内容

　被取得企業の名称：日本ピストンリング株式会社

　事業の内容　　　：自動車関連製品、舶用・その他の製品の製造・販売

②企業結合を行った主な理由

近年、自動車業界は100年に一度と言われる大きな変革の中にあり、エンジン部品を巡る市場認識は確実に厳し

くなっております。しかしながら、環境問題がグローバルに注目されるなかでも、内燃機関が当面パワートレイ

ンの主力であり続ける以上、地球環境に優しいエンジン部品の開発が当社に課せられた使命であり、同時に、内

燃機関周辺部品にとらわれず、SDGsやESG、脱炭素といったグローバルな潮流を捉えた新たな事業領域への投資を

拡大していく必要があるものと考えております。当社は、今後の発展の第一歩として、長年培った両社ブランド

を活かし、統合したガバナンスのもとで経営資源配分や次なるコア事業育成等を推進することにより、大きな相

乗効果を出しつつ脱炭素実現に向けた取り組みの加速が可能となり、全く新たな事業体に進化を遂げ、持続的成

長と企業価値向上を実現できると認識するに至りました。この認識を共有できたことで、本経営統合が株主、従

業員や全てのステークホルダーに最適な選択であると確信しております。

③企業結合日

2023年10月２日（みなし取得日　2023年10月１日）

④企業結合の法的形式

共同株式移転の方法による共同持株会社設立

⑤結合後企業の名称

リケンＮＰＲ株式会社

⑥取得した議決権比率

100％

⑦取得企業を決定するに至った主な根拠

企業結合に関する会計基準上の取得決定要素及び各種要因を総合的に勘案した結果、㈱リケンを取得企業といた

しました。

２．当連結会計年度に係る連結損益計算書に含まれる被取得企業の業績の期間

2023年10月１日から2024年３月31日まで

３．被取得企業の取得原価及び対価の種類ごとの内訳

対価の種類　　企業結合日に交付した当社の普通株式の時価　　14,815百万円

　　　　　　　企業結合日に交付した当社の新株予約権の時価　    67百万円

取得原価　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　14,882百万円
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４．株式の種類別の移転比率及びその算定方法並びに交付した株式数

①株式の種類別の移転比率

㈱リケンの普通株式１株に対して、当社の普通株式２株を、日本ピストンリング㈱の普通株式１株に対して、

当社の普通株式1.02株を割り当て交付いたしました。

②株式移転比率の算定方法

㈱リケン及び日本ピストンリング㈱がそれぞれ第三者算定機関に株式移転比率の算定を依頼し、提出された報

告書に基づき、法務アドバイザーからの助言を参考に慎重に検討し、両社間での交渉・協議の上、合意いたしま

した。

③交付した株式数

28,069,394株

５．主要な取得関連費用の内容及び金額

アドバイザリー費用等　　　　332百万円

６．発生した負ののれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間

①発生した負ののれん発生益の金額

　 16,451百万円

　なお、第３四半期連結会計期間においては、取得原価の配分が完了しておらず、暫定的な会計処理を行って

おりましたが、当連結会計年度末に確定しております。

②発生原因

受け入れた資産及び引き受けた負債の純額が、株式の取得原価を上回ったため、その他差額を負ののれん発生

益として計上しております。

７．企業結合日に受け入れた資産及び引き受けた負債の額並びにその主な内容

流動資産　　　　　　　　33,958百万円

固定資産　　　　　　　　29,764百万円

資産合計　　　　　　　　63,722百万円

流動負債　　　　　　　　22,430百万円

固定負債　　　　　　　　 7,975百万円

負債合計　　　　　　　　30,405百万円

取得による企業結合

当社は、2023年12月25日の取締役会において、子会社である㈱リケンを通じ、㈱シンワバネスの株式を取得し、

㈱リケンの子会社とすることについて決議し、同日付で株式譲渡契約を締結いたしました。また、2024年２月14日

付けにて株式90.0％を取得し子会社化を完了しております。

１．企業結合の概要

①被取得企業の名称及びその事業の内容

　被取得企業の名称：株式会社シンワバネス

　事業の内容　　　：半導体・ＦＰＤ・太陽電池製造に関連する工業用ヒータ等加熱機器及び部品の設計、開発、

製造

②企業結合を行った主な理由

近年、カーボンニュートラルの潮流により、各種産業における加熱においては、化石燃料による燃焼加熱か

ら、発熱体による電気抵抗加熱へ置き換える研究開発が盛んになっております。

当社グループでは、幅広いお客様からのニーズに応えるため、ネクストコア事業の一つである熱エンジニアリ

ング事業において、グローバルなカーボンニュートラルの要求に対応した高効率性かつ環境に配慮した発熱体及

びヒータユニットの研究開発・試作品納入などを加速しております。

一方、㈱シンワバネスは昭和53年の創業以来、工業用ヒータ、電気加熱機器及び部品の設計、開発、製造に独

自の開発力・ノウハウを蓄積し、各産業界の変化するニーズにきめこまかくこたえ、革新的なヒータを提供する

ことで、国内外のお客様から高く評価されております。なかでも半導体製造装置向け低温領域の中小型ヒータ製

造を得意としており、オーダーメイド提案力、技術力、製品力を強みに、洗浄・成膜・エッチング工程用の半導

体製造装置では高いシェアを誇っております。

㈱シンワバネス及び当社グループがそれぞれに保有する開発技術力と営業力を持ち寄り、魅力ある新製品を共

同開発し事業領域を拡大することで、カーボンニュートラルの潮流の中で大きな成長可能性がある電気抵抗加熱
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ヒータ市場をリードしていくことが可能と考えており、当社グループの中長期的なROE向上や資本効率向上を通し

当社企業価値の向上に資するものであると判断しております。

③企業結合日

2024年２月14日（みなし取得日　2024年２月29日）

④企業結合の法定形式

現金を対価とする株式取得

⑤結合後企業の名称

株式会社シンワバネス

⑥取得する議決権比率

90.0％

⑦取得企業を決定するに至った主な根拠

子会社である㈱リケンが現金を対価として株式を取得するためであります。

２．当連結会計年度に係る連結財務諸表に含まれる被取得企業の業績期間

被取得企業のみなし取得日を2024年２月29日としており、貸借対照表のみを連結しているため、当連結会計年度

に係る連結損益計算書については被取得企業の業績は含まれておりません。

３．被取得企業の取得原価及び対価の種類ごとの内訳

取得の対価　　　現金　　　7,992百万円

取得原価　　　　　　　　　7,992百万円

４．主要な取得関連費用の内容及び金額

アドバイザリー費用等　　　　163百万円

５．発生したのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間

現時点では確定しておりません。

６．企業結合日に受け入れた資産及び引き受けた負債額並びにその主な内訳

流動資産　　　　　　　　3,660百万円

固定資産　　　　　　　　　499百万円

資産合計　　　　　　　　4,160百万円

流動負債　　　　　　　　　731百万円

固定負債　　　　　　　　　186百万円

負債合計　　　　　　　　　917百万円

７．取得原価の配分

当連結会計年度末において、企業結合日における識別可能な資産及び負債の特定並びに時価の算定が未了であ

り、取得原価の配分が完了していないため、その時点で入手可能な合理的情報に基づき暫定的な会計処理を行って

おります。
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当連結会計年度
（自　2023年４月１日

至　2024年３月31日）

１株当たり純資産額 4,990.81円

１株当たり当期純利益 1,091.89円

潜在株式調整後１株当たり当期純利益 1,088.83円
　

当連結会計年度
（2024年３月31日）

貸借対照表の純資産の部の合計額（百万円） 149,166

貸借対照表の純資産の部の合計額から控除する額

（百万円）
8,734

新株予約権 118

非支配株主持分 8,615

普通株式に係る連結会計年度末の純資産額

（百万円）
140,432

１株当たり純資産額の算定に用いられた連結会計年

度末の普通株式の数（千株）
28,138

当連結会計年度
（自　2023年４月１日

至　2024年３月31日）

１株当たり当期純利益

親会社株主に帰属する当期純利益（百万円） 26,324

普通株主に帰属しない金額（百万円） －

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純利益

（百万円）

26,324

普通株式の期中平均株式数（千株） 24,108

潜在株式調整後１株当たり当期純利益

親会社株主に帰属する当期純利益調整額

（百万円）

－

普通株式増加数（千株） 67

（うち新株予約権（千株）） (67)

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり当期純利益の算定に含めなかった潜在株式の概

要

（１株当たり情報）

（注）１　１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

２　１株当たり当期純利益及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりでありま

す。

（注）　普通株式の期中平均株式数は、当社が2023年10月２日付で共同株式移転の方法により設立された会社であるた

め、会社設立前の2023年４月１日から2023年10月１日までの期間については、㈱リケンの期中平均株式数に株

式移転比率を乗じた数値を用いて算出し、2023年10月２日から2024年３月31日までの期間については、当社の

期中平均株式数を用いて算出しております。

（重要な後発事象）

　　　該当事項はありません。
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